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保健体育科教育法（体操・器械運動）における iPadの活用

岡本　敦 *・青山有理 **・田口由香 **

1. はじめに

平成 26 年６月 24 日に閣議決定された「世界最先端 IT国家創造宣言」では、Ⅳ . 利活用の裾野拡大
を推進するための基盤強化　1. 人材育成・教育（１）ITの利便性を享受し生活できる社会の構築と環
境の整備の中で、「学校の高速ブロードバンド接続、１人１台の情報端末配備、電子黒板や無線 LAN
環境の整備、デジタル教科書・教材の活用等、初等教育段階から教育環境自体の IT化を進め、児童生
徒等の学力の向上と情報の利活用力の向上を図る。」とされている。また、文部科学省の「教育の情報
化に関する手引き」（平成 22 年 10 月 29 日）では、第３章　教科指導における ICT活用として、（３）
中学校における生徒の ICT活用で、
【保健体育科における具体例】
・器械運動
「跳び箱運動」において , デジタルカメラの動画機能などを用いて , 自己の課題に応じた練
習を工夫するために , 自分の動きを撮影し , 動きや技の改善点や高まりを見付ける。

・第 1,2 学年
体育理論「運動やスポーツの多様性」において、運動やスポーツの歴史・記録などを図書資料、

インターネットなどを活用して調べることなどを通して、運動やスポーツの必要性やライフ
ステージに応じた多様な親しみ方や学び方を考える。

・保健分野
傷害の防止、健康な生活や疾病の予防などについて、学習の目的に応じて、インターネット、
図書資料などから必要な情報を収集する。

とされている。また、（４）高等学校における生徒の ICT活用【保健体育科における具体例】では
・体育
「器械運動・陸上競技・水泳」などにおいて、デジタルビデオカメラなどを用いて、自己の
課題に応じた練習を工夫するために、自分の動きを撮影し、動きや技の改善点や高まりを見
付ける。
「球技」などにおいて、デジタルビデオカメラを用いて、競技全体を撮影し、個々の動きと
全体の動きの関連性について検討し、戦術を考える。
「体育理論」において、インターネットなどを活用して、気象条件の変化などの情報を入手し、
運動やスポーツを効果的に行うための環境について考察する。

・保健
我が国や世界で行われている様々な保健活動や対策などについて、インターネットや図書

資料などから必要な情報を収集する。
とされている。

* 東海学園大学スポーツ健康科学部教授、** 東海学園大学スポーツ健康科学部非常勤講師
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平成 23 年度 学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果（概要）（文部科学省、2012）に
見られるように、従来、ICTの活用と言えばパソコンを導入し、インターネットに接続することであった。
ところが最近は、デジタル教科書や携帯端末の利用といったように、携帯端末などを一人一台利用する
ような、個人個人での活用が問われる時代となった。これらの答申より、学校体育における ICTの活
用は急務と言えるであろう。
そこで本稿では、東海学園大学で行っている ICT活用の事例として、保健体育科教育法（体操・器

械運動）での実践例を紹介する。

2. デジタル教科書の作成

デジタル教科書は、Apple 社製 iBooks Author によって作成した。図１に iBooks Author の編集画
面を示した。デジタル教科書では、学校体育で扱う器械運動の技をデジタルカメラで撮影した動画やス
ローモーションで閲覧できるようにした。これによって、従来の紙媒体の教科書では連続図で示されて
いたものが、動画やスローモーションで表示され、運動構造の理解が深まると考えられる。

図１　iBooks Author にょるデジタル教科書の作成画面

例えば、跳び箱の前方倒立回転跳びでは、学習段階として肘を曲げた屈身姿勢の前方倒立回転跳びか
ら完成形態の全局面を伸身で捌く前方倒立回転跳びを動画で例示した。これによって、学習の初期段階
での学習課題から、習熟した段階での完成形の前方倒立回転跳びの学習課題を理解できるように工夫し
た。また、学習する課題の理解を深めるために、けあがりでは標準速度のビデオ映像とスローモーショ
ンのビデオ映像を例示した。標準速度とスローモーション映像を観察することによって学習課題の理解
がより深まるものと考えられる。
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図２　iBooks Author の編集画面（鉄棒のけあがり）

iBooks Author で作成したデジタル教科書は、iPadなどの携帯端末で学生が自由に読むことが出来る。
今回は事前に iPad にデジタル教科書のデータを保存しておいたが、学内ネットワークで大学のサーバー
に保存したり、Apple のサーバーで公開すれば、学生は個人のスマートフォンや携帯端末で、どこでも
デジタル教科書を読むことが出来る。

図３　iBooks によるデジタル教科書のオープニング画面（書棚）
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図４　iBooks によるデジタル教科書の表示例（前方倒立回転跳びの動画部分）

今後は、デジタル教科書で学生が学習した演技のビデオ映像と学生が撮影した自身の演技のビデオ映
像をデジタル教科書中で比較できると、自身の演技の問題点や躓きを発見しやすくなり、問題点を克服
するための修正練習にも役立つものと考えられる。

3. ラジオ体操の iPad によるビデオ映像のフィードバックによる学習

初心者の運動学習においては学習者自身が自己の身体動作を認識できていない事がしばしば見られ
る。例えば、ラジオ体操などの運動中に膝が曲がる、肘が曲がるなども、初心者の場合には自覚できて
いないことが頻繁に見受けられる。このような場合には、学習者に自身のビデオ映像を見せることに
よって初めて自身の運動を客観的に認識できることになる。学校体育の授業では、従来はビデオカメラ
を使用することが多かったが、ビデオ映像を再生する際にビデオカメラのファインダーでは映像が小さ
く、多くの学生が動きを確認するためには映像が小さく、良く分からないことが多かった。また、テレ
ビ画面で映像を表示することも可能であるが、スポーツの学習場面では再生場所の移動があったり、ビ
デオカメラとの接続など煩雑なことが多かった。ところが iPad などの携帯端末では、10 インチ程度の
画面で十分に運動を観察することが可能であり、学生同士で撮影・再生を行うことも可能である。さら
に iPad にはスポーツの身体動作を２画面で同期して動作を比較することが可能なアプリが安価に販売
されており、本体の価格もビデオカメラに比べるとはるかに安価になっており、今後、学校体育でもま
すます活用が増加すると考えられる。
今回はラジオ体操の学習場面で、３～４名のグループごとにラジオ体操の演技を iPad で撮影し、グ

ループごとに自身の演技を確認して反復練習を行った。学習場面の写真を図５から図８に示した。昨年
度までは 10 名から 12 名づつの学生を互い違いに列をずらして２列に並んで撮影し、映像を 40 インチ
の液晶テレビで提示していたが、一人一人の大きさが小さく、学生が細かい動きを認知するには不十分
であった。しかし、iPad の画面は 10 インチ弱の大きさがあり、３人から４人の学生が同時に見るには
十分な大きさで、昨年度までに比べると学生の理解は深まったと考えられた。
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4. 器械運動の iPad によるビデオ映像のフィードバックによる学習

器械運動の指導では、５台のiPadと１台のiPad miniを使用した。１クラスは40名程度であったので、
１台を６～７名で使用したことになる。グループ学習として iPad を使用する上では適切な台数であっ
たと考えられる。また器械運動の練習ではアプリとして Coach's Eye（TechSmith Corporation）を使
用して、学生同士で演技を撮影し、評価し合って学習を行った。Coach's Eye では、画面下部に表示さ
れるジョグダイヤルによって、映像のコマ送りが可能であり、学習者が自身の演技を詳細に観察するの
に適している。また、画面を２画面に分割して、二つの演技を同期して比較する機能があり、上手な学
生と自分の演技を並べて比較するなど、技術の修正練習にはうってつけである。その一例として、跳び
箱の屈身跳びの学習中の映像を図９から図 11 に示した。これらの映像は学生が自分の映像を確認して
は跳躍をすることによって、ほんの数回のフィードバックの中でみるみる演技が変わっていった時の例
である。屈身跳びでは着手中に腰を屈曲する際に、膝が伸びているかどうかがポイントとなるが、iPad
では学生自身が問題点を把握し反復練習することによって学習効果が格段に高まったと言える。

図５　 iPad によるラジオ体操
の撮影風景

図６　撮影した動画を確認する学生たち

図７　ラジオ体操のグループ練習風景 図８　ラジオ体操の全体練習風景
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図９　跳び箱の屈身跳びの学習例（左：初期段階　右：練習後）
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図 10　跳び箱の屈身跳びの学習例（左：初期段階　右：練習後）
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図 11　跳び箱の屈身跳びの学習例（左：初期段階　右：練習後）
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昨年度までは、男子は屈身とびまで学習ささていたが、女子はかかえ込みとびまでで終わることが多
かった。しかし今年度は、男子学生が演技しているのを見て女子学生も屈身とびを練習し始め、写真に
あるような演技を習熟していった。このように iPad は、学生自身の興味を高め、自ら積極的に取り組
む姿勢を引き出す効果を持っているようである。

5.iPad による学習効果の質問紙調査

iPad を利用した体育授業の学習効果を確認するために、保健体育員養成課程で保健体育科教育法（体
操・器械運動）を履修している大学生に、実際に授業の中で iPad を使用しその効果を質問紙調査によっ
て検証した。対象者はひとクラス38名と 39名の２クラス計77名であった。質問項目を図12に示した。
また、その結果を図 13 に示した。

図 12　iPad の学習効果に関する調査の質問項目

図 13　iPad の学習効果の質問紙調査による結果

いずれの質問にも平均で４点以上の評価が得られており、学生が iPad を利用した学習の効果を高く
評価していたことが分かる。また、今後、体操や器械運動の授業だけでなく、体育の授業全般で活用す
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る必要性を感じていたようである。さらに学校体育だけでなく、広くスポーツの指導全般に活用するこ
との必要性も強く感じていたようである。

6. まとめ

東海学園大学の保健体育科教育法（体操・器械運動）で取り組んでいる ICT の活用を紹介した。
iPad によるデジタル教科書の利用は、従来の紙媒体の教科書の連続図では、演技の全体像や流れが理
解しづらかったものが、動画やスローモーションを活用することによって、運動構造の理解が深まった
ものと考えられる。また、体操や器械運動の実技で、iPad を利用して学生自身の身体動作を映像にと
り観察するフィードバック学習によって、学生自身が技術習得のつまづきを発見して修正する反復練習
ができた。このように体操や器械運動の授業で iPad を活用することによって、学生同士で演技のつま
づきを指摘しあい、技術の習得も高まるなど学習効果も大きく高まることが明らかとなった。iPad に
よる学習効果の改善は大きな可能性を持つものであり、今後、さらなる授業への活用が期待されるとこ
ろである。
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